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的にするに留まらず、技法習得からの再現試行は新しく意味深い。本研究者は技法書・模写・再現の三方向
からのアプローチが必要不可欠でありバランスよく研究し、技法を再現し模写するという試みであり、地道
な作業から質の高さへと一段ずつ押し上げていったと言えよう。 
段階的方法としては、まず下絵の熟覧から完成画の可能性を模索し、暁斎の弟子であったジョサイア・コ
ンドルの著書を中心に技法や絵画論を読み解きつつ当時の彩色法における理解を深めた。並行して同絵師の
類似要素を持つ観音図の２作品を熟覧調査の上、模写を行った。絹本における描線や暈しの筆法、表現法を
技法書および画面上の相互で読み取るよう努め、その技法の特性を習得することに成功した。これらの成果
をもとに《龍頭観音図》の欠損部を補った下絵の制作と、本画の再現を試みた。 
作品と対話しつつ、読み取り得る情報や技術と向き合いながら根気強く行われたこの体現的研究は、動作
そのものに集約される性格を持ち、一瞬たりとも気の抜けない瞬間瞬間の積み重ねであったと見て取れる。
研究作品から感じ取れるもの以上に今後、研究者の内面に確実に変化と成果をもたらしたと期待する。優れ
た課程博士研究となった。 
 
 
